
資料２ 

最近の高速道路関係の状況最近の高速道路関係の状況



高速道路の料金施策の経緯 

料 金 割 引 無 料 化 実 験 

民 営 化民 営 化

コスト縮減等で会社割引をスタート 
（深夜3割引（H16.11～）通勤5割引（H17.1～）） 

（H15 新直轄事業方式（無料）の導入） 

利便増進事業 （国が３兆円の債務を承継） 

H20.10～  深夜５割引等の拡充 
          （緊急総合対策：10年間） 

 政 権 交 代  
見直し

H21.3.28～ 休日1000円スタート 
          （生活対策：2年間（H23.3迄）） 

H22.4.9   上限制を中心とする 
                     料金割引案を発表（廃案） H22.6.28～ 無料化実験スタート［H22予算：1,000億円］ 

          実験延長1,625km（20%） 

見直し

見直し

H23.2.16  新たな料金割引を発表 

       休日1,000円＋平日2,000円 

H23 3 11 東北地方太平洋沖地震

H23.2.9   H23実験計画案を策定［H23予算：1,200億円］ 

         全日全車 ＋約330km 

          夜間大型 約1,500km 

見直し

H23.3.11 東北地方太平洋沖地震

 現在の割引の当面継続 

①休日1,000円、時間帯割引は当面継続 

②新たな割引（平日2 000円）は追加しない

 現在の無料化実験区間の当面継続 

①現在の無料化実験区間（1,652km）は当面継続 

②新たな無料化実験区間（追加330km＋夜間大型）は 
②新たな割引（平日2,000円）は追加しない

 追加しない 

 H23.5.2 補正予算成立 
①休日1,000円は廃止 

②新たな割引（平日2,000円）は導入しない 

一時凍結 ※財源確保法の成立 
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高速道路の料金割引の経緯 

① 民営化の際のコスト縮減による割引 

普通車以下  中型車以上 

平 
 

日日 

土 

日 

祝
日 

② 利便増進事業：緊急総合対策２．５兆円（H20.10～H30.3） 

平

 

日 

土 

日 
祝
日 

③ 利便増進事業：生活対策 ０ ５兆円（H21 3～H23 3）

平

③ 利便増進事業：生活対策 ０．５兆円（H21.3～H23.3）

平 
 

日 

土 

日 

祝
日 
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２年間（H23.3迄） 

利便増進事業の当初計画 

０．５兆円 

生活対策 

料金割引

２
，
５
０
０料金割引

・休日上限1,000円 

・平日昼間３割引 等 

０ 

億
円/

年

利 

便 

増

緊急総合対策 

年 

２
，
５
０

増 

進 

事
料金割引 

  ・平日深夜５割引（３割引→５割引） 

  ・休日昼間５割引 等 

０
０ 

億
円/

 

業 

１０年間（H20.10～H30.3） 

/

年 スマートインターチェンジ 

２．５兆円 

会社のコスト縮減による割引 

Ｈ６２迄 （償還満了迄） 

  ・通勤５割引、深夜３割引、大口多頻度割引、マイレージ割引 等 
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 ① 料金割引、スマートＩＣ整備のため、機構債務を国が承継。承継した債務は国費により返済

利便増進事業の仕組み 

機構 

 ② 残りの軽くなった債務は、引下げされた料金で、承継前と同じ４５年間で返済    

債務 約40兆円 （45年で返済） 

H19.12 政府与党合意 H20.10 生活対策

約37兆円 （45年で返済） 

注）ｽﾏｰﾄＩＣ整備に要する債務については

（注 料金 
0.5兆円 

料金 
2.2兆円 

ｽﾏｰﾄIC 
0.3兆円 

承継 
国 高速会社 貸付料 

注）ｽ ﾄ 整備に要する債務に ては
あらかじめ見込んでおく。 

国債整理基金    料金収入 
般会計

H20      
料

国費 
  H20：1,386億円(当初) 

5 000億円(補正)

一般会計
H21 

H22

     金
割
引 

     5,000億円(補正) 
  H21：2,045億円(当初) 
        ・・・ 

H22

・・・ ・・・ 
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高速道路の新たな料金割引について（平成23年2月16日）  

NEXCOの料金割引について 

生活交通（普通車） 

現  行  新 た な 割 引※１ 

    
   

上限料金 
 

土日祝日   1,000円   1,000円 

平日 ×   2,000円 

時間帯割引等

（H23.3迄） ［ＥＴＣ］ ［ＥＴＣ］ 

［現金車を含む］※２ 

時間帯割引等

通勤・深夜５割引、 
平日昼間３割引等 

○ ○※３ 

※１ 当面、３年程度 

物流（中型車以上） 

※３ マイレージ割引は、平日2,000円等の導入による影響を踏まえ、見直しを検討する 

※２ 上限制は、軽自動車は現金車も含め1,000円、エコカー（免税対象車）も1,000円 

現  行 新 た な 割 引※１ 

上限料金 × × 

時間帯割引 

通勤・深夜５割引、 
平日昼間３割引等 

○ ○ 

大口多頻度割引 ○ 
 

○ 
 

※１ 当面、３年程度 5 



４．利便増進計画による料金割引等 
料金割引の見直しと利便増進計画 ［NEXCOの例］ 

H21 H22 

① 現行の料金割引 

利 

便 

増 

進 

会 

社 

割 

引 

H23 H62 H29 

深夜５割引、休日昼間５割引 等 

～
 

～
 

～
 

～
 

～
 

～
 

～
 

～
 

～
 

～
 

H21 H22 

② 新たな料金割引 → 平日2,000円は見送り 

利 

便 

増 

進 

会 

社 

割 

引 

H23 H62 H29 

～
 

～
 

～
 

～
 

概ね３年程度 

前倒し 

当面の間における検討を踏まえ設定 

現行割引継続 
 

 ＋ 平日 2,000円 
   （見送り） 

H23.4から休日1,000円など一部割引が切れる 

休日 1,000円 

平日昼間３割引 

通勤５割引 

深夜３割引 

大口多頻度割引 等 
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平成22年度 高速道路無料化社会実験 対象区間 

○ 地域経済への効果、渋滞や環境への影響、他の交通機関への影響などを

検証するため社会実験を実施する

： 無料化社会実験区間 

： 無料で供用中区間 

： その他有料区間

1,652ｋｍ 

1,145ｋｍ 

7,227ｋｍ
※ 

検証するため社会実験を実施する

（約２割） 

深川西 

岩見沢 

沼ノ端西 

下田百石 
八竜 

秋田中央 

： その他有料区間 7,227ｋｍ

※首都高・阪高を除く高速道路 

(注)延長は平成22年度末見込み 

山形北 

江津 
米
子
西 

東
出
雲 

水
戸
南 

平湯 
中ノ湯 

丹波 

沓掛 

松山 

大分 

大分米良

仁保 佐世保 
中央 

川平 

穂波東 
篠栗 

古賀 
市布 

速見 

築城 

椎田 

須走 
西富士 

富士 

津 

大分米良 

延岡南 

日奈久 

打越 

相原 

中土佐 

市来 

鹿児島西 
鹿児島 

曽於弥 
五郎 
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平成23年度 高速道路無料化社会実験計画（案） 

： 物流効率化のための夜間大型車 
無料化社会実験区間 1,493ｋｍ 

： 全日全車の無料化社会実験区間 

 無料化社会実験区間

： 無料で供用中区間 1,290ｋｍ 

（＋329ｋｍ） 1,981ｋｍ 

深川西 

岩見沢 

沼ノ端西 

下田百石 
八竜 

秋田中央 

： その他有料区間 5,536ｋｍ※ 

※夜間大型車無料化社会実験区間を除く 

岩城 

荒川胎内 

湯沢 

山形北 

江津 
米
子
西 

東
出
雲 

※沖縄道については、地方から
の意見を踏まえ見直す 

※ 

平湯 
中ノ湯 

丹波 

沓掛 

大分 

大分米良

仁保 佐世保 
中央 

川平 

穂波東 
篠栗 

古賀 
市布 

築城 

椎田 

打越

小
浜 

松山 

須走 
西富士 

富士 

津 

大分米良 

延岡南 

日奈久 

打越

相原 

市来 

鹿児島西 
鹿児島 

末吉財部 
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M-ROBYDO
四角形



M-ROBYDO
四角形



高速道路料金割引(利便増進事業)の見直しによる補正財源確保(2500億円)について 

国 道路 高速道路会社

「東日本大震災に対処するために必要な財源の確保を図るための特別措置に関する法律案」第５条等
において規定。 

国 高速道路機構 高速道路会社

   
23年度に 貸付料 

   

２３年度

１次補正に 

かかる財源

23年度に  

国庫納付 料金割引の縮小に 

よる増収相当額

貸付料

支払い 

 

   

かかる財源 よる増収相当額

利便増進事業の

  

利便増進事業の

計画変更 

・料金割引の縮小(上限料金制の廃止)

  

料金割引の縮小( 限料金制の廃 )

・道路資産貸付料の引上げ 

(注)高速道路機構の資金繰りのため、国は、政府保証による支援を行う。 
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４．利便増進計画による料金割引等 

普通車以下 中型車以上

現行の料金割引と財源 （NEXCO地方部の例）  

普通車以下

夜 間 昼 間 

割引 ５割引

中型車以上

夜 間 昼 間 

５割引 ５割引

上限2,000円 導
入

平 
 

 
 

日

５割引 ５割引

３割引 

平 
 

 
 

日

５割引 ５割引

３割引 

入
せ
ず 

6時 9時 17時 20時 0時 4時

日 

22時 6時 6時 9時 17時 20時 0時 4時

日 

22時 6時6時 9時 17時 20時 0時 4時22時 6時

土

6時 9時 17時 20時 0時 4時22時 6時

夜 間 昼 間 

土

昼 間 夜 間 

上限1 000円 廃土  

日  

祝

５割引 ５割引 土  
日  
祝

上限1,000円

５割引 

廃
止 

祝 

日 

祝 

日 

6時 9時 17時 20時 0時 4時 22時 6時 

：既存の会社割引 

6時 9時 17時 20時 0時 4時 22時 6時 

：利便増進事業 
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休日の料金例 （普通車、昼間利用の場合） 

（参考） 

区間 
現 在 

 

（休日1000円） 

上限料金廃止 
 

（休日5割引※） 

休日5割引※を 
 

廃止した場合 
 

（割引なし）

大泉IC～湯沢IC 1,850円 2,500円 

（割引なし）

4,600円 

N
E
X

東京IC～浜松IC 1,750円 2,850円 

岡山IC～鹿児島IC 1,000円 7,150円 

5,350円 

14,300円 
C
O 吹田IC～長野IC 1,850円 4,750円 9,050円 

名古屋西IC～広島IC 2,500円 5,200円

A 神戸淡路鳴門自動車道 
（神戸西IC～鳴門IC）

1,000円 2,725円 

9,750円

5,450円 

本
四

  （神戸西IC～鳴門IC）

D 瀬戸中央自動車道 
   （早島IC～坂出IC） 

1,000円 2,050円 4,100円 

E 西瀬戸自動車道 
  （西瀬戸尾道IC～今治IC） 

1,000円 2,350円 

※大都市部（首都圏、阪神圏）は３割引 

4,700円 
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